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【目的】ヒカゲノカズラ科リコポジウムアルカロイド

は複雑な環構造と有用な生物活性を有することから、近

年多くの化学者によって活発に研究が展開されている。

我々は、生合成経路をヒントに得た戦略による Lycodine

の短工程不斉全合成を達成している 1）。本手法を代表的

なリコポジウムアルカロイドの一つである、Lycopodine(1)の不斉全合成研究に展

開することとした。 

【方法・結果】直鎖状化合物 3 から一挙に四環性化合物 4 が生成する生合成経

路模擬の連続的環化反応を鍵とした合成ルートを考案した。出発原料より 4 段階

で合成した環化反応基質 5 に対し、MeOH 中、40 °C で MsOH を作用させることで、

所望の立体配置を持つ四環性化合物 4 を得ることに成功した。最後にジヒドロピ

ラン環の開環続く Nアルキル化により、Lycopodine(1)の全合成を達成した。現在、
収率及びジアステレオマー比の改善に向け検討中であり、合わせて報告する。 
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